
一般質問の動画は
こちらをチェック！

住吉地区埋立整備事業のしゅんせつ土砂受入
予定地
　漁港内に堆積したしゅんせつ土砂の受入地として整備が
予定されている住吉町の海岸の写真です。本事業は広域的
な取組を進めており、宇土市、熊本県、熊本市、玉名市の
４者で行う共同事業となっています。図面は埋立て予定箇
所を示しています。（関連記事：P３）

主な内容
P  2 令和6年9月定例会
P  3～P10 一般質問
P11～P12 委員会報告
P13～P14 視察研修報告
P15 議案・請願等の議決結果
P16 編集後記
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　9月定例会を9月3日から9月19日まで、17日間の会期で開催しました。
　市長提出議案として、宇土市網津防災センターの設置及び管理に関する条例の一部改正など条例関係12
件、令和6年度宇土市一般会計補正予算など予算関係6件、決算関係9件、人事案件2件、その他5件、議員提
出議案として国の指示権を拡大する地方自治法改正に反対する決議の1件が上程されました。
　このうち、水道事業会計決算及び公共下水道事業会計決算を除く決算関係の7議案については、決算審査
特別委員会を設置、付託し、次期定例会（12月議会）までの間、閉会中の継続審査としました。
　その他の議案については、議員提出議案の決議を除いて、いずれも原案のとおり決定しました。
　議案の主な内容は下記のとおりです。なお、各委員会での審査内容は、11～12ページに、議決結果は15
ページに記載しています。

令和６年　９月定例会  

条　
　

例

◆
宇
土
市
網
津
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

網
津
防
災
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利
用
及
び
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
。

【
主
な
内
容
】

・
使
用
料
の
見
直
し

【
施
行
日
】

　

令
和
７
年
４
月
１
日

◆
宇
土
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
・
標
準
化
に
伴

い
、
集
合
税
方
式
か
ら
単
税
方
式
へ
賦
課
徴
収

方
式
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

【
関
係
条
例
】

・
第
１
条
改
正　

宇
土
市
税
条
例

・
第
２
条
改
正　

宇
土
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
・
第
３
条
改
正　

宇
土
市
税
徴
収
等
の
特
例
に

関
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】

・
納
期
の
変
更

・
宇
土
市
税
徴
収
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

廃
止

【
施
行
日
】

　

令
和
８
年
４
月
１
日
ほ
か

予　
　

算

◆
令
和
６
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
５
、
７
３
９
万
１

千
円
増
額
し
、
総
額
を
２
３
９
億
８
、
２
２
０

万
１
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
児
童
手
当

費
、
湛
水
防
除
事
業（
網
津
第
２
排
水
機
場
）、

避
難
所
強
化
事
業
の
増
額
補
正

人　
　

事

◆
宇
土
市
教
育
長
の
任
命（
任
期
３
年
）

　

前
田　

一
孝　

さ
ん　
（
新
任
）

◆
宇
土
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命（
任
期

４
年
）

　

甲
斐　

丈
晴　

さ
ん　
（
新
任
）

そ
の
他

◆
令
和
６
年
度　

干
潟
景
勝
地
展
望
広
場
造
成

工
事（
新
設
駐
車
場
部
）請
負
契
約
の
締
結

　

予
定
価
格
１
億
５
、
０
０
０
万
円
以
上
の
工

事
の
請
負
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
契
約
の
目
的
】

　

令
和
６
年
度　

干
潟
景
勝
地
展
望
広
場
造
成

工
事（
新
設
駐
車
場
部
）

【
契
約
の
方
法
】

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

【
契
約
の
金
額
】

　

２
億
２
、
２
２
０
万
円（
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
相
当
額
を
含
む
。）

【
契
約
の
相
手
方
】

　

宇
土
市
下
網
田
町
２
１
４
６
番
地
１

　

山
口
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

山
口　

智
生

〔変更前〕
利用時間
区分ごと 大会議室 小会議室 和室 調理室

９時～ 13時 １，０００円 ３００円 ５００円 ５００円
13時～ 17時 １，０００円 ３００円 ５００円 ５００円
17時～ 22時 １，２００円 ４００円 ６００円 ６００円

〔変更後〕
大会議室 小会議室 和室 調理室

１時間当たり ３５０円 １００円 １５０円 １５０円

〔変更前〕
【集合税方式】 納付回数 納付月

住民税
固定資産税
国民健康保険税

10回 ６月～翌年３月まで各月

〔変更後〕
【単税方式】 納付回数 納付月
住民税 ４回 ６月/８月/10月 /翌年１月
固定資産税 ４回 ７月/９月/12月 /翌年２月
国民健康保険税 10回 ６月～翌年３月まで各月
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◆令和６年度宇土市一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ6億5,739万1千円を増額し、総額を239億8,220万1千円とする。

費　目
（歳出概要）

補正額
（単位：千円）

歳出の主なもの
（　）内は補正額【単位：千円】　▲は減額補正

議 会 費 452 職員給（452）
総 務 費 ▲4,777 第２別館改修事業（5,816）

民 生 費 287,768 予備保育士確保促進事業（18,936）、児童手当費（118,184）
定額減税補足給付金支給事業（36,620）

衛 生 費 31,236 がん患者ＱＯＬ向上事業（320）

農林水産業費 68,603 湛水防除事業〔網津第２排水機場〕（60,000）
住吉地区埋立整備事業（26,800）

商 工 費 146 職員給（146）
土 木 費 22,164 道路維持　一般経費（17,300）
消 防 費 177,212 避難所強化事業（177,550）
教 育 費 73,587 仮設校舎増設事業（38,698）
災 害 復 旧 費 1,000 令和６年梅雨前線豪雨災害対策経費〔土木課分・道路〕（1,000）

令和６年９月宇土市議会定例会　一般質問一覧表
【一般質問】
発言順 氏　　名 質問事項（大項目） 掲載ページ

１ 中 口　俊 宏 ⑴　宇土市の教育行政について
⑵　宇土駅前駐輪場等対策について ４

２ 野 口　修 一

⑴　障がい児・者
⑵　夏休みと地域
⑶　ボランティア活動
⑷　縄文遺跡・文化
⑸　網津の開発・整備

５

３ 樫 﨑　政 治
⑴　環境対策について
⑵　セキュリティ対策について
⑶　新型コロナウイルス感染症とワクチンについて

６

４ 今 中 真之助
⑴　新型コロナウイルス感染症とワクチンについて
⑵　災害時を想定した水確保について
⑶　地方自治法改正について
⑷　JR三角線の利用促進について

７

５ 中 野　洋 一

⑴　観光客など交流人口や関係人口増加のため、デザインマンホール
の設置について

⑵　聴覚補助器等への積極的な活用への支援について
⑶　本市における婚姻届の記入例見直しについて
⑷　認知症の人に寄り添った地域社会の構築について
⑸　運転免許証返納後の交通課題解決に貢献できるパーソナルモビリ

ティとしての特定小型原動機付自転車について

８

６ 土 黒　功 司
⑴　快適な生活環境の整備について
⑵　安心安全なまちづくり「道路安全確保」について
⑶　児童発達支援環境の充実と複合的な市の取組について

９

７ 福 田　慧 一

⑴　新型コロナウイルス感染症対策は公的責任で
⑵　子ども・子育て支援について
⑶　介護職員の確保について
⑷　マイナンバーカードの問題について
⑸　人口減少対策について

10

※上記質問事項については、一部記事として掲載されない場合もあります。
※上記ＱＲコードから、定例会の録画映像を視聴できます。

3 令和６年11月１日



一般質 問

宇土市教育行政全般について
問  

太
田
教
育
長
は
３
期
９
年
間
宇

土
市
の
教
育
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
た
。
今
回
勇
退
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
今

後
の
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
お

尋
ね
す
る
。

答  

国
は
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
休

日
の
部
活
動
を
地
域
の
ス
ボ
―
ツ
団

体
や
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
に
移
行
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
休
日
の

み
移
行
し
た
場
合
、
平
日
と
休
日
で

部
活
動
と
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営
体
制

が
異
な
る
た
め
、
入
部
・
入
会
の
手

続
き
が
別
々
に
な
り
、
平
日
か
ら
休

日
ま
で
一
貫
し
た
指
導
を
担
保
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
。
中
体
連
等
試

合
出
場
で
は
、
部
活
動
の
チ
―
ム
と

し
て
出
場
す
る
か
、
地
域
ク
ラ
ブ
と

し
て
出
場
す
る
か
等
の
問
題
も
生
じ

る
。
そ
こ
で
、
平
日
を
含
め
た
部
活

動
を
見
直
し
、
令
和
８
年
夏
を
目
標

に
鶴
城
中
、
住
吉
中
、
網
田
中
の
部

活
動
を
統
合
し
、
新
た
に
「
宇
土

市
立
中
学
校
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）」
の

設
立
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
公
営

ク
ラ
ブ
に
よ
り
、
平
日
か
ら
休
日
ま

で
一
貫
し
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
現
状
の
部
活
動
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
体
制
と
な
る
と
考
え
て
い

る
。
指
導
者
の
確
保
等
様
々
な
課
題

は
あ
る
が
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
ど
の
中
学
校
で
あ
っ
て

も
自
分
が
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
に
参
加
で
き
る
体
制
を
目

指
し
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
学
校
教
育
に
は
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
才

能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
な
教

育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
、
子

ど
も
た
ち
が
自
信
と
や
る
気
、
ひ
い

て
は
、
宇
土
市
に
愛
着
と
誇
り
を
持

ち
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
と
し

て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
る
。

（
教
育
長
）

問  

本
市
に
お
け
る
指
定
文
化
財
の

現
状
と
支
援
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

答  

本
市
に
は
、
県
指
定
１
件
、
市

指
定
３
件
、
計
４
件
の
無
形
民
俗
文

化
財
が
あ
る
。
そ
の
他
、
国
指
定
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
「
宇
土
の
雨
乞

い
太
鼓
」
を
所
有
す
る
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
保
存
会
が
あ
り
、
市
の
支
援

は
、
宇
土
市
文
化
振
興
事
業
等
補
助

金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
補
助
し
て
い

る
。
県
指
定
の
宇
土
御
獅
子
舞
保
存

会
に
上
限
３
万
２
千
円
、
市
指
定
の

松
山
花
棒
踊
り
保
存
会
、
佐
野
山
王

祭
礼
保
存
会
等
に
上
限
１
万
４
千
円

を
運
営
補
助
金
と
し
て
支
出
し
て
い

る
。
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
高
齢
化
等
の
社
会
情
勢
に
よ
る

後
継
者
不
足
が
課
題
で
あ
り
、
用
具

の
購
入
や
修
繕
等
に
要
す
る
経
費
が

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
今
後
と
も
保
存
会
と
連
携

し
、
運
営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

補
助
金
額
に
つ
い
て
も
活
動
状
況
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

（
教
育
部
長
・
教
育
長
）

宇
土
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

R2 鶴城中軟式野球部松山花棒踊り

（
無
所
属
）

　

中
口　

俊
宏　

議
員

4うと市議会だより　第87号



一般質 問

問  

２
０
０
６
年
秋
に
、
知
的
障
が

い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」
全
国
夏
季
大
会
告

知
と
寄
附
集
め
活
動
「
ト
ー
チ
ラ
ン

（
聖
火
リ
レ
ー
）」
を
宇
土
市
で
開
催

し
た
時
に
、
小
中
学
校
特
別
支
援
学

級
の
先
生
か
ら
、「
一
般
の
ク
ラ
ス

に
い
る
グ
レ
ー
な
子
ど
も
が
心
配
」

と
何
度
も
聞
い
た
。
発
達
障
が
い
児

の
学
校
で
の
対
応
と
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
子
ど
も
へ
の
支
援
の
取
組
は
。

答  

発
達
障
が
い
の
傾
向
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
医
療
機
関
で
発
達
障
が

い
と
診
断
さ
れ
な
い
、い
わ
ゆ
る「
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
」
と
言
わ
れ
る
児
童
生

徒
が
本
市
に
も
一
定
数
在
籍
し
て
い

る
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
の
教

育
的
支
援
と
し
て
は
、
障
が
い
の
状

況
に
応
じ
た
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
通
常
学

級
で
授
業
を
受
け
な
が
ら
、
障
が
い

に
応
じ
た
特
別
の
指
導
が
で
き
る
通

級
指
導
教
室
を
宇
土
・
花
園
・
走
潟
・

宇
土
東
小
、
鶴
城
中
に
設
置
し
、
本

年
度
は
90
人
が
利
用
し
て
い
る
。
通

級
指
導
の
一
例
と
し
て
、
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
の
傾
向
が
あ
る
児
童
生

徒
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
な
場
合
は
、
テ
ー
マ
を
選
び

グ
ル
ー
プ
で
の
会
話
を
促
し
た
り
、

漢
字
の
学
習
が
苦
手
な
場
合
は
、
漢

字
パ
ズ
ル
を
通
じ
て
、
漢
字
の
習
得

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

（
教
育
部
長
）

問  

熊
本
都
市
圏
の
中
で
、
縄
文
時

代
に
活
発
と
な
っ
た
宇
土
地
域
の
縄

文
人
た
ち
の
歴
史
顕
彰
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
考
え
は
。

答  
有
明
海
周
辺
地
域
に
は
、
轟
貝

塚
や
曽
畑
貝
塚
の
ほ
か
、
熊
本
市
南

区
城
南
町
に
も
国
指
定
の
御
領
貝
塚

や
阿
高
・
黒
橋
貝
塚
を
は
じ
め
、
著

名
な
縄
文
遺
跡
が
数
多
く
分
布
し
て

い
る
。
今
後
は
、
県
教
育
委
員
会
や

近
隣
自
治
体
と
更
な
る
情
報
共
有
、

連
携
を
進
め
、
九
州
の
ど
真
ん
中
に

あ
る
宇
土
市
の
縄
文
遺
跡
の
価
値
を

広
く
情
報
発
信
し
た
い
。（
教
育
長
）

問  

網
津
地
域
が
人
口
減
少
地
域
を

支
援
す
る
制
度
で
あ
る
辺
地
指
定
を

さ
れ
た
が
こ
の
指
定
を
受
け
る
と
ど

ん
な
利
点
が
あ
る
の
か
。

答  

辺
地
総
合
整
備
計
画
に
基
づ
い

て
、
道
路
整
備
や
消
防
施
設
の
整
備

な
ど
、
公
共
的
施
設
整
備
を
実
施
す

る
場
合
、
辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用

で
き
る
。
事
業
費
に
対
し
て
充
当
率

が
１
０
０
％
で
、
か
つ
、
元
利
償
還

金
の
80
％
が
普
通
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
た
め
、
大

変
有
利
な
財
源
で
あ
る
。
た
だ
し
、

予
算
総
額
に
限
り
が
あ
り
、
高
額
な

事
業
費
に
は
活
用
が
難
し
い
場
合
も

あ
る
。

（
企
画
財
政
部
長
）

意
見  

こ
れ
か
ら
、
網
津
で
何
が
で

き
る
の
か
、
地
域
住
民
と
知
恵
を
絞

り
、
い
く
つ
か
の
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
事
業
計
画
を
考
え
た
い
。

障
が
い
児
・
者
〜
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
児
童
の
対
応

縄
文
遺
跡
・
文
化
〜
九
州
の

ど
真
ん
中
に
在
る
縄
文
遺
跡

群
の
歴
史
顕
彰
と
発
信

網
津
の
開
発
・
整
備
〜
網
津

地
区
の「
辺
地
」指
定
の
意
味

と
活
用

多様性の人たちが生きやすい社会
「辺地」制度を活用し網津地域の開発と活性化

障がい者の教育とスポーツ 宇土市に集積する縄文遺跡（熊本博物館より）

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

　

野
口　

修
一　

議
員
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一般質 問

問  

本
市
で
は
水
道
水
・
工
場
排
水
・

河
川
水
・
地
下
水
の
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
検
査
を
行
っ
て

い
る
か
。
行
っ
て
い
れ
ば
検
査
結
果

は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答  

水
道
水
は
、
法
令
上
の
義
務
付

け
が
な
い
た
め
定
期
的
な
水
質
検
査

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

全
国
で
暫
定
目
標
値
を
超
過
す
る
事

案
が
多
発
し
た
た
め
、
県
か
ら
検
査

依
頼
が
あ
り
、
令
和
５
年
度
に
市
内

20
箇
所
中
６
箇
所
の
水
源
地
を
対
象

と
し
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
全

て
暫
定
目
標
値
を
下
回
っ
た
。
ま

た
、
残
り
の
14
箇
所
は
本
年
度
中
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
工
場
排
水

は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
り
県
が

管
轄
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
検
査
項
目
に
追
加
す
る
よ

う
、
今
後
県
に
働
き
か
け
る
。
河
川

水
は
、
毎
年
度
検
査
を
実
施
し
て
い

る
が
、
こ
ち
ら
も
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
査

項
目
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
追
加

を
早
急
に
検
討
す
る
。
地
下
水
は
、

毎
年
度
市
内
定
点
14
箇
所
で
検
査
を

実
施
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
お

い
て
初
め
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
を
追

加
し
て
行
っ
た
が
、
暫
定
目
標
値
を

超
え
た
箇
所
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

14
箇
所
中
１
箇
所
に
お
い
て
、
ご
く

微
量
の
数
値
が
計
測
さ
れ
た
た
め
、

結
果
判
明
後
直
ち
に
井
戸
の
持
ち
主

に
伝
え
、
飲
用
を
控
え
る
よ
う
お
願

い
し
た
。

（
市
民
環
境
部
長
）

問  

活
性
炭
が
使
用
さ
れ
た
一
般
家

庭
で
の
浄
水
器
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
埋

立
ご
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
可
燃
ご

み
に
区
別
で
き
な
い
か
。

答  

浄
水
器
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
埋
立

ご
み
と
し
て
、
ま
と
め
て
最
終
処
分

場
で
埋
め
て
処
分
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
、
宇
城
地

域
で
統
一
し
た
処
分
を
行
っ
て
お

り
、
ま
た
焼
却
施
設
で
あ
る
宇
城
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
に
も

か
か
わ
る
た
め
、
加
熱
処
理
に
よ
る

処
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
宇
城

広
域
連
合
や
宇
城
市
、
美
里
町
と
協

議
を
行
い
、
宇
城
地
域
全
体
で
検
討

し
て
い
く
。

（
市
民
環
境
部
長
）

問  

秋
冬
に
行
わ
れ
る
予
定
の
定
期

接
種
は
今
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
と
は
異

な
る
次
世
代
型
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン

と
聞
く
が
、
違
い
は
。

答  

当
該
ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在
薬
事

手
続
中
で
あ
る
自
己
増
幅
型
の
レ
プ

リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴
と
し
て
、
既

存
の
ワ
ク
チ
ン
よ
り
も
少
な
い
接
種

量
で
長
期
間
（
6
か
月
）
効
果
が
持

続
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
増

幅
期
間
は
短
期
で
あ
り
、
安
全
性
に

問
題
は
認
め
ら
れ
な
い
と
メ
ー
カ
ー

は
発
表
し
て
い
る
。
今
後
新
た
な
情

報
が
入
り
次
第
、
接
種
を
検
討
さ
れ

る
市
民
の
判
断
材
料
と
な
る
よ
う
、

情
報
提
供
に
努
め
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

要
望  

使
用
予
定
の
ワ
ク
チ
ン
の
中

に
、
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
も
あ
る

よ
う
だ
。
臨
床
試
験
の
対
象
者
が
他

と
比
べ
て
少
な
い
た
め
、
よ
く
検
討

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

環
境
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
ワ
ク
チ
ン

環境汚染などが問題視されている有機フッ素化合物
（PFAS）について

（
無
所
属
）

　

樫
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政
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議
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一般質 問

問  

市
で
整
備
し
た
防
災
井
戸
の
実

績
と
今
後
の
計
画
は
。

答  

令
和
３
年
度
か
ら
3
年
間
で

７
、１
１
０
万
円
か
け
て
5
箇
所
に

整
備
し
た
。
本
年
10
月
竣
工
予
定
の

緑
川
小
学
校
の
整
備
を
も
っ
て
、
市

の
主
要
指
定
避
難
所
へ
の
整
備
計
画

は
完
了
す
る
。

（
総
務
部
長
）

問  
災
害
時
は
湧
水
地
も
有
効
活
用

す
べ
き
と
思
う
が
市
民
の
多
く
は
最

寄
の
湧
水
地
を
知
ら
な
い
た
め
周
知

の
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
や
企

業
に
よ
る
防
災
井
戸
の
現
状
は
。

答  

本
市
の
湧
水
地
の
数
は
、
轟

6
、
緑
川
3
、
網
津
3
、
網
田
23
の

合
計
35
箇
所
で
あ
る
。
地
元
や
所
有

者
等
の
理
解
を
得
た
上
で
、
自
主
防

災
組
織
や
地
区
で
実
施
さ
れ
る
防
災

訓
練
等
の
場
を
通
じ
て
、
地
元
の
湧

水
地
の
場
所
や
取
水
時
の
注
意
点
な

ど
を
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
地
域
及

び
企
業
設
置
の
防
災
井
戸
は
、
肥
後

銀
行
宇
土
支
店
と
本
年
度
締
結
予
定

の
民
間
会
社
の
２
箇
所
を
把
握
し
て

い
る
。

（
総
務
部
長
）

問  

自
主
防
災
や
共
助
の
観
点
か
ら

も
湧
水
地
が
な
い
地
域
や
水
の
確
保

が
不
安
な
地
域
に
対
し
て
防
災
井
戸

設
置
の
支
援
に
つ
い
て
見
解
を
。

答  

水
道
給
水
の
区
域
外
の
地
域
で

は
、
宇
土
市
家
庭
用
給
排
水
施
設
等

整
備
事
業
と
し
て
、
井
戸
の
整
備
や

湧
き
水
な
ど
か
ら
の
給
水
整
備
に
対

し
て
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
同
事
業

等
の
活
用
を
研
究
し
た
い
。

（
総
務
部
長
）

要
望  

地
域
の
防
災
井
戸
は
公
の
防

災
井
戸
に
比
べ
れ
ば
安
価
で
設
置
で

き
る
た
め
、
3
分
の
2
又
は
4
分
の

3
に
補
助
率
を
上
げ
ら
れ
る
は
ず

だ
。
前
向
き
に
検
討
を
。

問  
輸
送
密
度
が
1
日
当
た
り
１
、

０
０
０
人
未
満
（
三
角
線
は
８
５
９

人
）
の
路
線
は
JR
九
州
が
望
め
ば
存

廃
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
再
構
築
協

議
会
」
の
設
置
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
協
議
や
取
組
が
な

さ
れ
た
と
思
う
が
、
維
持
し
て
い
く

に
は
抜
本
的
な
発
想
が
必
要
で
は
。

例
え
ば
住
民
の
利
用
者
が
い
な
い
赤

瀬
駅
を
イ
ベ
ン
ト
等
で
利
用
客
増
が

見
込
め
る
宇
土
マ
リ
ー
ナ
前
へ
の
移

設
や
、
住
吉
駅
を
市
外
か
ら
の
訪
問

者
が
多
い
住
吉
海
岸
公
園
前
へ
の
移

設
（
数
年
後
漁
港
を
広
範
囲
に
埋
立

予
定
）
と
い
っ
た
再
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
が
見
解
を
。

答  

提
案
は
地
勢
的
な
問
題
や
住
民

の
合
意
形
成
が
得
難
い
と
考
え
る

が
、
三
角
線
を
存
続
さ
せ
る
取
組
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

（
企
画
財
政
部
長
）

問  

今
ま
で
と
同
じ
で
あ
れ
ば
乗
客

は
減
る
ば
か
り
だ
。
い
ず
れ
補
助
金

の
議
論
、
減
便
や
廃
線
と
結
局
被
害

を
被
る
の
は
住
民
だ
。
JR
九
州
側
と

の
協
議
の
場
に
乗
せ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
高
齢
者
や
免
許
返
納
者
、
子
ど

も
の
長
期
休
暇
中
（
夏
休
み
は
JR
が

既
に
行
っ
て
い
る
の
で
冬
・
春
休
み

な
ど
）
の
利
用
客
を
増
や
す
施
策
に

つ
い
て
見
解
を
。

答  

関
係
自
治
体
、
JR
九
州
と
連
携
し

な
が
ら
効
果
的
な
取
組
を
研
究
し
、
実

行
に
移
し
た
い
。
（
企
画
財
政
部
長
）

災
害
時
を
想
定
し
た
水
確
保

JR
三
角
線
利
用
促
進

JR三角線存続のためには抜本的な発想をすべき
駅の移設の検討を

（
宇
土
市
政
研
「
志
」）

　

今
中　

真
之
助　

議
員

網田駅利用者や観光列車乗客を盛り上げる有志の方々。この素晴らしい取
組によって利用客は増えているが、路線として抜本的な行動が求められる
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一般質 問

問  

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
を
観
光

客
や
下
水
道
事
業
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て

設
置
し
て
は
い
か
が
か
。

答  

ま
ず
は
導
入
に
よ
る
効
果
を
検

証
し
、
そ
の
上
で
、
デ
ザ
イ
ン
マ
ン

ホ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

（
建
設
部
長
）

問  
高
齢
者
が
聴
覚
補
助
器
を
適
切

に
選
択
で
き
る
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

答  

耳
の
軟
骨
を
振
動
さ
せ
て
音
を

伝
え
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
新

し
い
技
術
を
用
い
た
聴
覚
補
助
器
が

開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
実
物
を
体
験

す
る
機
会
を
周
知
し
、
普
及
啓
発
に

努
め
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

聴
覚
補
助
器
の
購
入
費
用
の
助

成
制
度
創
設
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答  

対
象
者
の
多
さ
と
併
せ
国
・
県

等
の
補
助
制
度
が
な
い
た
め
、
市
単

独
助
成
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
国

の
聴
覚
障
害
の
補
正
に
よ
る
認
知
症

機
能
低
下
の
予
防
効
果
検
証
な
ど
の

研
究
の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

婚
姻
届
を
記
入
す
る
際
に
、
現

在
の
記
入
例
で
は
証
人
欄
の
２
名
と

も
が
男
性
名
等
、
無
意
識
の
う
ち
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
（
※
１
）
が

か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
が

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

答  

記
入
例
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

配
慮
し
た
記
入
例
に
な
る
よ
う
修
正

す
る
。

（
市
民
環
境
部
長
）

問  

認
知
症
の
人
と
家
族
等
の
尊
厳

あ
る
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
ユ
マ
ニ

チ
ュ
―
ド
（
※
２
）
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

答  
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
認
知
症
本

人
を
尊
重
す
る
ケ
ア
の
技
法
の
一
つ

と
し
て
、
周
知
や
活
用
に
取
り
組
み

た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

衣
服
に
貼
れ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

シ
ー
ル
の
普
及
な
ど
に
よ
る
認
知
症

の
行
方
不
明
者
の
生
命
を
守
る
取
組

に
つ
い
て
見
解
を
。

答  

現
在
、
認
知
症
の
方
の
情
報
が

記
さ
れ
て
い
る
名
札
や
名
刺
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
を
配
布
し
、
昨
年
度
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
っ
た
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル

や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
等
の
効
果
を
見
定
め

た
上
で
、
導
入
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

交
通
空
白
地
に
お
け
る
運
転
免

許
返
納
者
が
、
近
距
離
移
動
手
段
と

し
て
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
を

活
用
す
る
こ
と
は
移
動
手
段
確
保
に

有
効
と
感
じ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

答  

利
用
者
の
状
況
や
安
全
な
利
用

に
関
す
る
調
査
な
ど
他
市
の
事
例
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
有
効
性
を
研

究
し
た
い
。（
企
画
財
政
部
長
）

交
流
人
口
や
関
係
人
口
増
加
の
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
設
置

聴
覚
補
助
器
等
へ
の
積
極
的

な
活
用
の
支
援

本
市
に
お
け
る
婚
姻
届
の
記

入
例
見
直
し

運
転
免
許
証
返
納
後
の
交
通
課
題
に
貢

献
で
き
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
の
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た

地
域
社
会
の
構
築

交通空白地や免許返納後の交通課題解決に
「特定小型原動機付自転車」の活用を！

観光活性化と下水道事業のPR
（鹿児島県出水市のガンダムマンホール） ２輪、３輪、４輪の種類があります（国交省ホームページから）

（
公
明
党
）

　

中
野　

洋
一　

議
員

※
１　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
…
男
女
の

役
割
に
固
定
的
な
観
念
を
持
つ
こ
と
や
、

そ
の
た
め
に
社
会
的
な
評
価
や
扱
い
が

差
別
的
に
な
る
こ
と
を
指
す
言
葉

※
２　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
…
フ
ラ
ン
ス
人

の
体
育
学
の
専
門
家
が
開
発
し
た
ケ
ア

の
技
法
で
、
知
覚
・
感
情
・
言
語
に
よ

る
包
括
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

ケ
ア
を
行
う
。
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一般質 問

安心・安全なまちづくり「道路安全確保」
児童発達支援と子どもの遊び場の充実を

問  

上
水
道
の
高
温
問
題
に
対
す
る

市
の
状
況
把
握
と
対
応
、
今
後
の
改

善
策
は
。

答  

市
で
は
、
夏
場
に
水
温
が
高
く

な
る
地
域
を
把
握
し
て
い
る
。
特
に

河
川
水
を
水
源
と
す
る
地
区
の
ほ
か

水
道
管
が
日
差
し
等
で
温
め
ら
れ
る

場
合
に
水
温
が
上
昇
し
や
す
く
、
現

時
点
で
は
水
抜
き
用
ド
レ
ン
管
か
ら

の
排
水
で
滞
留
を
防
ぎ
、
水
温
の
上

昇
を
緩
和
し
て
い
る
。
今
後
は
各
地

点
で
水
温
測
定
を
行
い
、
状
況
把
握

と
効
果
的
な
対
策
の
検
討
を
進
め

る
。

（
建
設
部
長
）

要
望  

市
民
が
快
適
に
暮
ら
す
た
め

の
さ
ら
な
る
環
境
整
備
を
。

問  

通
学
路
の
白
線
や
「
止
ま
れ
」

な
ど
の
道
路
標
示
の
劣
化
に
対
す

る
、
今
後
の
安
全
確
保
の
た
め
の
体

制
や
事
業
計
画
は
。

答  

市
内
の
通
学
路
の
道
路
標
示
の

劣
化
状
況
は
、
市
民
か
ら
の
通
報

や
「
宇
土
市
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
基
づ
く
年
１
回
の
合
同
点
検

で
把
握
し
て
い
る
。
こ
の
合
同
点
検

の
結
果
に
基
づ
い
て
関
係
機
関
と
連

携
し
、
危
険
箇
所
の
把
握
と
速
や
か

な
対
応
に
努
め
て
い
る
。
市
で
は
、

道
路
拡
幅
や
舗
装
等
と
並
行
し
て
道

路
標
示
の
再
整
備
を
進
め
、
通
学
路

の
安
全
を
最
優
先
に
、
市
内
全
体
の

交
通
安
全
を
確
保
し
て
い
く
。

（
建
設
部
長
）

要
望  

地
域
住
民
か
ら
の
声
や
パ
ト

ロ
ー
ル
で
得
ら
れ
た
情
報
を
最
大
限

に
活
用
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
通
学

路
の
安
全
確
保
の
た
め
の
即
急
な
対

応
を
。

問  

児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
数
と

利
用
実
績
、
今
後
の
計
画
、
専
門
ス

タ
ッ
フ
充
実
に
向
け
た
市
の
施
策

は
。

答  
本
市
の
事
業
所
は
現
在
７
か
所

あ
り
、
令
和
６
年
３
月
の
事
業
所
か

ら
の
請
求
実
績
で
は
、
延
べ
件
数

は
１
６
７
件
、
う
ち
約
７
割
が
市

内
、
約
３
割
が
近
隣
市
町
事
業
所
を

利
用
し
て
い
る
。
今
後
の
利
用
者
増

に
備
え
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
事
業

所
を
10
か
所
に
拡
充
す
る
予
定
で
あ

る
。
国
の
発
達
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
事
業
所
の
設
置
者
・
管
理
者

に
研
修
の
実
施
等
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
研
修
の
受
講
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
で
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。（健

康
福
祉
部
長
）

問  

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
の
た
め

の
公
園
等
、
複
合
的
な
児
童
発
達
支

援
環
境
の
充
実
に
向
け
た
市
の
施
策

は
。

答  

本
市
に
は
遊
具
を
備
え
た
公
園

が
30
か
所
あ
り
、
経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
る
。
遊
び
を
通
じ
て
複
数
の
感

覚
を
整
理
し
た
り
ま
と
め
た
り
す
る

脳
の
機
能
で
あ
る
感
覚
統
合
は
、
公

園
や
自
然
環
境
が
子
ど
も
の
発
達
に

影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
大
人
も
子
ど
も
も

障
が
い
が
あ
っ
て
も
楽
し
め
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
考
え
を
取
り
入

れ
た
公
園
の
再
整
備
に
努
め
る
。

（
市
長
）

要
望  

子
育
て
世
代
が
「
住
み
た
い

町
、
住
み
続
け
た
い
町
」
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
即
急
な
公
園
の
再
整
備

等
子
育
て
環
境
の
充
実
を
。

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

通
学
路
安
全
確
保

児
童
発
達
支
援
環
境
の
充
実

と
複
合
的
な
市
の
取
組

消えかかった白線や道路標識、危険な通学路 老朽化が進んだ公園遊具、遊具遊びは児童発達に大きな影響を与える

（
風
）

　

土
黒　

功
司　

議
員
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一般質 問

子育て支援に力を入れ、若い世代の定住促進を
問  

宇
土
市
は
熊
本
市
に
近
く
交
通

の
便
も
良
い
。
こ
の
地
の
利
を
活
か

し
、
企
業
誘
致
な
ど
に
力
を
入
れ
て

若
者
の
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
る

が
、
併
せ
て
子
育
て
支
援
に
力
を
入

れ
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
人
口
増

加
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答  

宇
土
市
で
は
、
高
校
生
相
当
ま

で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
の
子
育
て

支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
更
に

強
化
す
る
た
め
に
５
つ
の
取
組
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
保
育
所

等
の
待
機
児
童
解
消
や
保
育
士
も
対

象
と
し
た
奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金

の
創
設
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ

ポ
ー
タ
ー
宣
言
、
親
子
交
流
施
設
の

整
備
、
子
育
て
世
代
に
向
け
た
宇
土

市
の
情
報
発
信
の
強
化
で
あ
る
。
ま

た
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
子
育
て

支
援
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
市
長
）

問  

介
護
職
員
の
不
足
は
26
年
度
に

は
県
内
で
５
千
人
が
不
足
す
る
と
国

が
発
表
し
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
み

介
護
認
定
者
は
増
え
、
介
護
職
員
が

不
足
す
れ
ば
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
な
い
深
刻
な
事
態
も
考
え
ら
れ

る
。
介
護
職
員
の
大
幅
な
処
遇
改
善

と
訪
問
介
護
事
業
所
へ
の
報
酬
見
直

し
を
含
め
、
市
の
対
策
を
聞
き
た

い
。

答  

介
護
職
員
の
不
足
は
、
本
市
に

お
い
て
も
今
後
ま
す
ま
す
深
刻
な
状

況
が
見
込
ま
れ
、
介
護
人
材
不
足
の

対
策
が
重
要
と
考
え
る
。
特
に
、
介

護
職
員
の
賃
金
改
善
の
た
め
、
国
へ

の
更
な
る
処
遇
改
善
の
要
望
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
訪
問
介

護
事
業
所
の
報
酬
改
定
に
対
し
て
、

訪
問
介
護
事
業
所
が
抱
え
る
課
題
・

問
題
点
を
十
分
考
慮
し
て
行
う
こ
と

や
、
介
護
事
業
所
の
経
営
安
定
化
に

つ
い
て
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

国
に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
公
的
支
援

が
打
ち
切
ら
れ
て
、
秋
に
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
治

療
費
な
ど
市
独
自
の
補
助
も
含
め
、

公
的
支
援
で
個
人
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
重
症
化
防
止
対
策
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

答  

治
療
費
や
検
査
料
は
、
令
和
6

年
4
月
か
ら
公
費
に
よ
る
支
援
が
な

く
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
通
常
の
保

険
診
療
で
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

定
期
接
種
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
）
に
対
し

て
は
、基
金
及
び
市
か
ら
の
助
成（
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と

同
等
の
割
合
）
が
あ
り
、
定
期
接
種

を
受
け
ら
れ
る
方
の
自
己
負
担
額
は

３
、０
０
０
円
と
な
る
。
市
と
し
て

は
医
療
費
や
予
防
接
種
状
況
等
の
実

態
把
握
に
努
め
、
状
況
に
応
じ
国
や

県
に
対
す
る
公
的
支
援
の
要
請
に
つ

い
て
も
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
公
的
責
任
で

（
日
本
共
産
党
）

　

福
田　

慧
一　

議
員
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報告委員会
《
議
案
関
連
》

問　

国
が
進
め
る
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
に
伴
い
、
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健

康
保
険
税
を
ま
と
め
て
年
10
回
で
納
付
す
る
集

合
税
方
式
か
ら
、
税
目
ご
と
に
年
4
回
又
は
10

回
で
納
付
す
る
単
税
方
式
に
変
わ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
シ
ス
テ
ム
変
更
に
要
す
る
経
費
も
発
生

す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
財
源
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

国
が
進
め
る
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
は
、
税
だ
け
で
な
く
住
民
基
本
台
帳
、
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
か
か
る

経
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
10
割
補
助
が
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
令
和
8
年
度
か
ら
賦
課
徴

収
方
式
が
変
わ
る
こ
と
で
、
新
た
な
滞
納
が
発

生
し
な
い
よ
う
対
応
を
お
願
い
す
る
。

問　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
主
な
取
組

は
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
支
援
す
る
外
部

専
門
家
支
援
員
と
は
何
か
。

答　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
昨
年
度

か
ら
主
に
西
部
地
域
の
活
性
化
を
主
体
に
様
々

な
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
回
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
が
増
え

て
き
た
こ
と
か
ら
、
空
き
家
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
計
画
で
あ
る
。
外
部
専
門

家
支
援
員
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
に
事
業
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
の
テ
ー
マ
の
専
門
家
で
あ

る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
西
部
地
域
へ
の
移
住
・
定

住
に
は
手
厚
い
補
助
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
空
き

家
バ
ン
ク
が
増
え
な
い
と
始
ま
ら
な
い
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
な
ど
西
部
地
域
で
活
動
す
る
人

た
ち
が
西
部
地
域
に
住
め
る
よ
う
、
空
き
家
の

掘
り
起
こ
し
や
紹
介
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

《
議
案
以
外
》

問　

取
り
組
む
に
当
た
っ
て
の
背
景
と
今
後
の

計
画
は
。

答　

ク
ー
ポ
ン
券
の
導
入
に
当
た
っ
て
市
内
の

企
業
や
店
舗
に
参
入
意
欲
を
確
認
し
た
と
こ
ろ

多
く
の
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
地
域
店
舗
の
利
用
促
進
及
び
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
実
施
に
至
っ
た
。

現
在
、
希
望
す
る
企
業
等
を
募
集
し
て
お
り
、

11
月
号
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
を
掲
載
し
て
い
く
。

掲
載
数
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
応
募
が
多
い

場
合
は
先
着
順
な
ど
の
対
応
に
な
る
と
思
う
。

（
委
員
か
ら
意
見
）こ
の
取
組
は
、
企
業
や
店
舗

に
と
っ
て
宣
伝
効
果
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
い

い
結
果
に
結
び
つ
い
て
、
宇
土
市
の
経
済
が
う

ま
く
動
き
出
し
て
ほ
し
い
。
商
工
観
光
課
や
関

係
団
体
と
連
携
し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

問　

台
風
接
近
時
な
ど
雨
風
が
強
い
と
き
は
、

窓
や
雨
戸
を
閉
め
切
っ
て
い
る
た
め
、
防
災
行

政
無
線
の
放
送
が
全
く
聞
こ
え
な
い
。
特
に
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
特
別
警
戒
区
域
に
お
住

い
の
方
々
か
ら
心
配
す
る
声
を
聞
く
が
、
世
帯

へ
の
戸
別
受
信
機
の
設
置
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

市
内
84
か
所
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政

無
線
子
局
か
ら
の
音
が
聞
こ
え
な
い
場
所
や
独

居
高
齢
者
世
帯
で
情
報
が
得
ら
れ
な
い
場
合
な

ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
戸
別
受
信
機
の
貸
出
し

を
行
っ
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）戸
別
受
信
機
の
貸
出
し
に

つ
い
て
、
広
く
市
民
へ
周
知
し
て
ほ
し
い
。

《
議
案
関
連
》

問　

網
津
・
網
田
地
区
に
お
け
る
簡
易
水
道
の

漏
水
が
多
い
よ
う
だ
が
、
水
道
管
の
修
繕
に
よ

る
改
善
状
況
は
い
か
が
か
。

答　

随
時
、
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、
一
部
改
善

も
見
ら
れ
る
が
、
漏
水
の
発
生
頻
度
が
高
い
地

域
で
は
、
修
繕
が
追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。

問　

配
水
し
た
水
量
と
料
金
徴
収
の
対
象
と

な
っ
た
水
量
の
比
率
を
表
す
水
道
の
有
収
率
を

上
げ
て
い
か
な
い
と
、
経
営
上
問
題
と
な
る
。

答　

水
道
管
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
今
後
、

更
新
を
優
先
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　

今
年
の
４
月
に
奨
励
金
の
対
象
範
囲
が
拡

大
さ
れ
て
い
る
が
、
問
合
せ
の
状
況
は
い
か
が

か
。

答　

他
市
と
比
べ
て
有
利
な
事
業
と
な
っ
た
た

め
、
問
合
せ
は
増
え
て
い
る
。

《
議
案
以
外
》

問　

市
内
で
ボ
ー
ル
遊
び
が
制
限
さ
れ
て
い
る

公
園
の
数
、
制
限
し
た
理
由
及
び
制
限
解
除
の

条
件
は
。

答　

入
地
南
公
園
及
び
入
地
北
公
園
の
２
か
所

で
制
限
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
園
は
住
宅
街

に
位
置
し
て
お
り
、
公
園
内
で
使
用
さ
れ
た

ボ
ー
ル
が
近
隣
の
住
宅
や
車
に
当
た
っ
た
と
い

う
通
報
が
複
数
寄
せ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
防

球
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で
公
園
外
の
住
宅

や
車
へ
の
接
触
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

れ
ら
の
公
園
は
狭
い
上
、
他
の
公
園
利
用
者
へ

の
接
触
を
防
ぐ
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
制

限
解
除
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
子
ど
も
の
立
場
に
立
ち
、

遊
び
を
制
限
す
る
公
園
が
増
え
な
い
よ
う
に
努

め
て
ほ
し
い
。

問　

市
が
事
務
局
と
な
る
観
光
物
産
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度
が
低
い
。
今
後
の

運
用
方
針
は
。

答　

観
光
物
産
協
会
に
限
ら
ず
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
、
現
在
、
様
々
な
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル

が
あ
る
。
こ
れ
を
一
度
整
理
し
、
ど
の
情
報
を

ど
の
ツ
ー
ル
で
発
信
す
る
の
か
検
討
し
て
い

る
。
併
せ
て
、
ど
の
ツ
ー
ル
の
利
用
者
で
あ
っ

て
も
必
要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て

い
く
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
数
年
前
に
観
光
物
産
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
際
、

運
用
方
針
を
決
め
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ

が
実
践
で
き
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
い
の
か
。

せ
っ
か
く
宇
土
市
に
も
人
を
呼
び
込
め
る
観
光

地
が
で
き
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
発
信
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
問

題
だ
と
思
う
。
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
も
の
な
の

で
、
確
実
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

総
務
市
民

経
済
建
設

総
務
部
・
企
画
財
政
部
・
市
民
環
境
部

行
政
委
員
会
な
ど
を
所
管

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

小崎憲一委員長

今中真之助委員長

宇
土
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

令
和
６
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

「
広
報
う
と
」
へ
の
ク
ー
ポ
ン
券
掲
載

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

宇
土
市
企
業
立
地
特
別
奨
励
金
条
例
の
一
部
改
正

公
園
に
お
け
る
ボ
ー
ル
遊
び
の
制
限

令
和
５
年
度
宇
土
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
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報告委員会
《
議
案
関
連
》

問　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
健

康
被
害
給
付
金
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
健
康
被
害
が
あ
っ
た
方
に

対
す
る
給
付
金
の
こ
と
か
。
対
象
は
何
人
か
。

答　

給
付
金
は
、
健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
認
定

さ
れ
た
方
の
受
診
費
用
に
対
し
て
給
付
さ
れ

る
。
今
回
の
増
額
補
正
は
１
人
分
で
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
こ
の
秋
か
ら
行
わ
れ
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
使
用
予
定
の
ワ
ク
チ
ン
の
中

に
、
現
在
物
議
を
醸
し
て
い
る
レ
プ
リ
コ
ン
ワ

ク
チ
ン
も
あ
る
よ
う
だ
。
打
つ
、
打
た
な
い
は

個
人
の
判
断
だ
が
、
情
報
提
供
を
き
ち
ん
と
行

い
、
実
施
は
慎
重
に
お
願
い
し
た
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
自

分
の
免
疫
力
を
上
げ
る
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
に
頼

ら
な
い
体
づ
く
り
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問　

宇
城
圏
域
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
ょ
う
せ
い
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
機

関
か
。

答　

宇
城
圏
域
２
市
１
町
で
委
託
契
約
を
行
っ

て
い
る
事
業
所
で
、
圏
域
に
い
く
つ
か
あ
る
相

談
支
援
事
業
所
の
中
核
機
関
と
し
て
、
個
別
の

相
談
支
援
の
ほ
か
、
事
業
所
の
指
導
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問　

障
が
い
者
の
い
る
家
庭
か
ら
、
成
人
の
障

が
い
者
に
つ
い
て
、
宇
土
市
に
は
相
談
窓
口
が

少
な
く
、
混
み
あ
っ
て
い
て
ど
こ
に
相
談
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
と
相
談
を
受
け

た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
。

答　

ま
ず
は
市
役
所
に
設
置
し
て
い
る
「
ふ
く

し
の
窓
口
」
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で

詳
細
な
内
容
を
お
聞
き
し
て
、
専
門
機
関
に
つ

な
げ
る
と
い
っ
た
対
応
が
で
き
る
。

《
議
案
以
外
》

問　

施
設
整
備
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
業
務
内
容

は
。

答　

多
目
的
交
流
施
設
及
び
子
ど
も
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
の
設
計
・
建
設
・
運
営
な
ど
へ
の
助
言

や
、
多
目
的
交
流
施
設
を
核
と
し
た
地
域
活
性

化
の
具
体
的
方
策
の
企
画
立
案
な
ど
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。現
在
、事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
民

間
で
の
経
験
や
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
案

を
積
極
的
に
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

給
食
費
を
無
償
化
し
て
い
る
自
治
体
が

徐
々
に
増
え
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
の
影
響
で

質
の
低
下
を
招
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞

く
。
宇
土
市
で
の
給
食
の
質
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
食
材
を
検
収
す
る
立

場
と
し
て
、
質
が
よ
く
な
い
食
材
の
納
入
が

あ
っ
た
際
は
、
納
入
業
者
に
対
し
て
適
切
に
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

問　

給
食
費
を
無
償
化
す
る
た
め
に
は
、
ど
の

程
度
の
予
算
が
必
要
か
。

答　

現
在
、
宇
土
市
で
は
給
食
費
を
支
援
す
る

も
の
と
し
て
第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
費
減
免

な
ど
の
支
援
が
あ
り
、
無
償
化
に
際
し
て
は
、

減
免
措
置
等
を
除
い
て
約
１
億
６
千
万
円
程
度

が
市
の
一
般
財
源
か
ら
必
要
と
な
る
。

《
執
行
部
か
ら
の
説
明
》

　

熊
本
宇
土
道
路
、
宇
土
道
路
、
宇
土
三
角
道

路
に
お
け
る
予
算
配
分
、
用
地
進
捗
率
、
事
業

進
捗
率
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
報
告
か
ら
変
更

は
あ
っ
て
い
な
い
。

・
令
和
6
年
度
実
施
事
業

【
令
和
6
年
度
事
業
】

調
査
設
計
：
令
和
6
年
度
熊
本
天
草
幹
線

道
路
測
量
設
計
業
務（
契
約
締
結
）

◆
熊
本
天
草
幹
線
道
路
に
お
い
て
、
測
量

及
び
設
計
を
行
い
、
工
事
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の

・
令
和
6
年
度
実
施
事
業

【
令
和
4
年
度
事
業（
繰
越
事
業
）】

工
事
：
熊
本
57
号
糖
塚
山
ト
ン
ネ
ル
新
設

工
事（
工
期
延
長
）

【
令
和
5
年
度
事
業（
繰
越
事
業
）】

用
地
補
償
：
令
和
5
年
度
国
道
57
号
宇

土
三
角
道
路
外
土
地
評
価
業
務（
工
期
延

長
）

【
令
和
6
年
度
事
業
】

調
査
設
計
：
令
和
6
年
度
宇
土
道
路
裁
決

申
請
図
書
作
成
等
業
務（
契
約
締
結
）

◆
宇
土
道
路
事
業
に
伴
う
用
地
取
得
の
た

め
に
必
要
な
裁
決
申
請
図
書
作
成
、
土

地
調
査
及
び
物
件
調
査
業
務

調
査
設
計
：
令
和
6
年
度
熊
本
天
草
幹
線

道
路
測
量
設
計
業
務（
契
約
締
結
）

◆
熊
本
宇
土
道
路
・
宇
土
三
角
道
路
の
も

の
と
同
様

工
事
：
熊
本
57
号
長
浜
地
区
落
石
防
護
柵

設
置
外
工
事（
契
約
締
結
）

◆
網
津
・
長
浜
ト
ン
ネ
ル
の
長
浜
側
出
口

付
近
に
お
け
る
落
石
防
護
柵
設
置
等
の

工
事

工
事
：
熊
本
57
号
上
網
田
地
区
改
良
12
期

外
工
事（
入
札
公
告
）

◆
上
網
田
地
区
の
地
盤
改
良
工
事

・
令
和
6
年
度
実
施
事
業

【
令
和
5
年
度
事
業（
繰
越
事
業
）】

用
地
補
償
：
令
和
5
年
度
国
道
57
号
宇
土

三
角
道
路
外
土
地
評
価
業
務（
工
期
延
長
）

【
令
和
6
年
度
事
業
】

調
査
設
計
：
令
和
6
年
度
熊
本
天
草
幹
線

道
路
測
量
設
計
業
務（
契
約
締
結
）

◆
熊
本
宇
土
道
路
・
宇
土
道
路
の
も
の
と

同
様

《
主
な
質
疑
》

（
前
回
委
員
会
の
質
疑
）
今
後
、
委
員
会
で
協

議
す
る
内
容
は
、
工
事
が
進
ん
で
き
た
こ
と
も

あ
り
、
ハ
ー
ド
面
に
加
え
て
、
高
規
格
道
路
完

成
後
の
周
辺
地
域
活
性
化
を
考
え
る
ソ
フ
ト
面

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
委
員
会
に
出

席
す
る
部
署
の
範
囲
を
広
げ
て
は
ど
う
か
。

答　

委
員
会
と
し
て
今
後
協
議
し
て
い
く
内
容

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
提
示
を
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
も
っ
て
出
席
部
署
を
検
討
し
た
い
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
道
路
の
竣
工
が
い
つ
に
な

る
か
わ
か
ら
な
い
段
階
で
は
計
画
も
立
て
づ
ら

い
と
思
う
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
市
の
大
き
な
方
針

と
し
て
、
高
規
格
道
路
完
成
後
の
市
の
方
向
性

や
視
点
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

（
委
員
か
ら
意
見
）
地
域
高
規
格
道
路
建
設
の

先
進
地
が
九
州
に
も
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な

先
進
地
を
研
究
す
る
こ
と
も
今
後
役
に
立
つ
の

で
は
な
い
か
。

文
教
厚
生

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
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視察研修報告

視察研修報告

議会運営委員会

総務市民常任委員会
１　青森県八戸市（令和6年7月30日）
・ＹＳアリーナ八戸の整備及び防災機能等について
　八戸市では、国・県の交付金等を活用し、令和元年度に防災機
能を備えた屋内スケート場「YSアリーナ八戸」を整備しています。
これは、屋外リンクの老朽化や天候による競技運営への影響な
どの課題があったことから、平成9年度に県立屋内スケート場整
備の要望活動を開始。平成25年度に県との間で市立施設として
早期整備を目指す合意がなされ、国際大会が開催できる地域の
防災拠点施設として建設されたものです。
　防災拠点としての役割は、災害発生時の一時的な避難者受け入
れ、防災関係機関の活動拠点、救援物資集積場及び防災備蓄倉庫
であり、県内の広域的な拠点としても位置付けられていました。
一方、平時においては、イベント誘致等による収入増加策や増
加する維持管理費等の経費抑制策が課題とされていました。
　熊本県では老朽化が進む県有スポーツ施設の再整備について
の協議が始められており、これに対する市の動きを考える上で
参考になるものでした。
２　岩手県北上市（令和6年7月31日）
・地域内交通政策について
　北上市では、市内の中山間地に位置する８地区において、各世帯から地域拠点までの移動を担う地域内交通とし
て乗合タクシー、自家用有償運送及び互助輸送が運行されています。
　これらの運行事業者は、タクシー事業者以外にNPO法人や地区の自治振興会が担っており、地域住民が輸送形
態を維持していました。自家用有償運送や互助輸送が実施できた背景として、元々地域力があり共助意識が高かっ
たこと、徹底した話し合いを行ったこと、交通事業者と競合しない運行設計をしていることなどがあるとわかりま
した。また、高齢者向けの外出支援として、バスやタクシー利用に対する助成券の一斉配布が行われていました。
　宇土市では、公共交通空白地における交通弱者の移動手段の確保が課題となっており、今後の対応策を考えてい
く上で参考となる取組でした。

１　秋田県横手市議会（令和6年7月17日）
・議会改革について
　横手市議会は、早稲田大学マニフェスト研究所
が行った議会改革度調査2023で総合67位、秋田県
内では２位に位置しており、議会改革推進会議、
市民と議会の懇談会、議員定数と報酬の在り方、
議会事務局の活性化及び通年議会の検討など、様々
な議会改革に取り組まれています。
　これらの検討に至った経緯や検討状況、また今
後の進め方など具体的な話を聞くことができ、大
変参考になりました。
２　秋田県湯沢市議会（令和6年7月17日）
・議会改革について
　湯沢市議会は、早稲田大学マニフェスト研究所
が行った議会改革度調査2023で総合43位、前年53位から10ポイントのランクアップであり、秋田県内では堂々の
１位となっています。
　同市議会では、議会改革推進研修会や議会改革推進会議、オンライン会議及び意見交換会と議会報告会の開催、
並びに議会基本条例の検証などに取り組まれています。これらの実施状況や手法のほか、議会基本条例に「災害時の
対応」の条項が設けられた理由などについて話を聞くことができました。
　宇土市議会では、今後議会改革特別委員会の設置を予定しており、今回の視察はこれからの協議の進め方の参考
になりました。

※このほか、秋田市で「秋田県立図書館・秋田県公文書館」の視察を行いました。

［視察研修参加者］佐美三洋 副委員長／中口俊宏 委員／
西田和徳 委員／土黒功司 委員／山口裕一 総務部長／
光井正吾 企画財政部長／小山郁郎 市民環境部長

［視察研修参加者］宮原雄一 委員長／今中真之助 副委員長／佐美三洋 委員
／柴田正樹 委員／山村保夫 委員／藤井慶峰 議長／園田茂 副議長／
田尻清孝　議会事務局長
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視察研修報告

視察研修報告

文教厚生常任委員会

経済建設常任委員会

１　北海道苫小牧市（令和６年９月25日）
・不登校児童生徒の支援について
　苫小牧市の不登校児童生徒は増加傾向にあり、さまざまな施策を講じて対応しています。
　苫小牧市では、不登校を生まない取組として不登校対策プラン及び指針を策定。ステップ１ 未然防止、ステップ２ 
初期対応、ステップ３ 自立支援の３つのステップを柱に、魅力ある学校づくりに取り組んでいました。そのほか、不
登校対策モデル校の指定、教育支援センターの拡充なども行っており、今後はオンラインの拠点づくりや子どもの興
味関心に寄り添い、一人一人の状況に合わせた対応、医療との連携などに力を入れていくという説明がありました。
　本テーマは宇土市議会においても議論の対象となることが多く、増加する不登校児童生徒の今後の対策の参考に
なりました。
２　北海道石狩市（令和６年９月26日）
・高齢者支援について
　石狩市は、令和５年から「おひとり暮らし等安心登録サービス
事業」を開始し、独居高齢者等の支援に力を入れています。
　本事業は、安否確認ができなくなった時や意思表示できなく
なった場合に備え、緊急連絡先や終活情報等を登録しておく事業
です。登録しておくと、自分で意思表示できなくなった時に、警
察や消防、医療機関からの問合せに対し、本人に代わって緊急連
絡先への連絡や登録情報の開示を行うもので、本年８月末現在で
48人の方が登録されています。
　課題としては、まだ人数が増えていないことと、登録をしても
らいたい方になかなか登録していただけないということがあり、
そのようなときは地域包括支援センターやコンビニ、新聞配達な
どの地域の力を借りて、対象者の支援を行っているとのことでした。
　高齢者支援や孤独死問題など宇土市も避けては通れない課題
に対して、対策の参考となる視察となりました。

※このほか、石狩市では「石狩市民図書館」の視察を行いました。

１　愛知県豊田市（令和６年９月30日）
・衛星画像を用いた漏水調査について
　豊田市では、機器を装着した調査員が徒歩で水道
管を調査する従来の漏水調査からの効率化を図るた
め、人工衛星とＡＩを活用した①漏水エリア特定診
断、②漏水リスク評価が行われています。
　導入効果として、①では、漏水している可能性が
高い範囲を絞り込むことで、従来の調査から調査距
離を10分の１程度に絞り込むことができ、②では、
全エリアの漏水リスクを５段階で評価を行い、調査
距離を30分の１程度に絞り込むことができるなど、
調査期間と費用が大幅に削減されていました。
　今年の７月に行われた首相視察では、岸田首相か
ら「上下水道ＤＸ技術のカタログを本年度中に策定
し、今後５年程度で標準装備を進めたい」との考え
が示されており、本市の水道ＤＸを検討する上で大
変参考となるものでした。
２　大阪府泉佐野市（令和６年10月２日）
・ふるさと納税の取組について
　ふるさと納税の寄附額が累積日本一の泉佐野市では、寄附金の増額のための取組が精力的に行われています。
　特に、ふるさと納税型クラウドファンディング「＃ふるさと納税3.0」は、企業や個人事業主を市内に誘致して支援
をすることで魅力的な地場産品を充実させ、寄附者が応援してくれる返礼品とするもので、新たな地場産品創出の
新しいふるさと納税の取組として参考となるものでした。
　ほかにも、市場の分析やリピートされるための取組、独自プラットフォームの必要性についてなど、具体的な取
組を多く御教示いただき、大変有意義なものでした。

※このほか、10月１日に奈良県宇陀市で「有機農業の推進について」の研修を行いました。

［視察研修参加者］樫﨑政治 委員長／浦本晴美 副委員長／
山村保夫 委員／藤井慶峰 委員／柴田正樹 委員／
中野洋一 委員／岡田郁子 健康福祉部長／野口泰正 教育部長

［視察研修参加者］今中真之助 委員長／杉本寛 副委員長／
福田慧一 委員／野口修一 委員／宮原雄一委員／加藤敬一郎 経済部長／
草野一人 建設部長
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市
長 第５０号 令和５年度宇土市一般会計歳入歳出決算の認定について 継続

審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第51号 令和５年度宇土市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 継続

審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第52号 令和５年度宇土市北段原土地区画整理事業特別会計歳入歳出決

算の認定について
継続
審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第53号 令和５年度宇土市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 継続審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第54号 令和５年度宇土市漁業集落排水施設整備事業特別会計歳入歳出

決算の認定について
継続
審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第55号 令和５年度宇土市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について
継続
審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第56号 令和５年度宇土市入学準備祝金給付基金特別会計歳入歳出決算

の認定について
継続
審査 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第57号 令和５年度宇土市水道事業会計決算の認定について 認定 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第58号 令和５年度宇土市公共下水道事業会計決算の認定について 認定 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第59号 宇土市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第60号 宇土市網津防災センターの設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第61号 宇土市地域公共交通会議設置条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第62号 宇土市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決 15-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ●
市
長 第63号 宇土市税条例等の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第64号 宇土市支所設置条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第65号 宇土市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第66号 宇土市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第67号 宇土市企業立地特別奨励金条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第68号 宇土市幼稚園条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第69号 宇土市公民館条例の一部を改正する条例について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第70号 宇土市地域コミュニティセンター条例の一部を改正する条例に

ついて 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第71号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 可決 15-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ●
市
長 第72号 網田コミュニティセンター新築工事請負契約の変更契約の締結

について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第73号 令和６年度　干潟景勝地展望広場造成工事（新設駐車場部）請負

契約の締結について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

市
長 第74号 令和６年度　都市計画道路北段原線函渠築造工事請負契約の締

結について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第75号 宇土市道路線の認定について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第76号 令和６年度宇土市一般会計補正予算（第２号）について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第77号 令和６年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第78号 令和６年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第79号 令和６年度宇土市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第80号 令和６年度宇土市水道事業会計補正予算（第１号）について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第81号 令和６年度宇土市下水道事業会計補正予算（第１号）について 可決 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第82号 宇土市教育長の任命について 同意 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
市
長 第83号 宇土市教育委員会の委員の任命について 同意 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○
議
員発議第4号 国の指示権を拡大する地方自治法改正に反対する決議 否決 6-10 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● 欠 ● ● ● － ● ○

令和6年
請願第1号 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める請願 不採択 1-15 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ● － ● ○

令和6年
陳情第3号

地域社会に貢献するシルバー人材センターの決意と支援の要望
について 採択 16-0 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○

※○＝賛成又は採択、●＝反対又は不採択、欠＝欠席、退＝退席、除＝除斥
※議長職の藤井慶峰議員は、可否同数の場合のみ裁決するため、「－」と表示しています。
報告
報告番号 件　　　名
第10号 令和５年度宇土市財政の健全化判断比率について
第11号 令和５年度宇土市漁業集落排水施設整備事業資金不足比率について
第12号 令和５年度宇土市水道事業資金不足比率について
第13号 令和５年度宇土市公共下水道事業資金不足比率について
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「決算審査特別委員会」を設置（R6.9.19）
○決算審査特別委員会
委員長 副委員長 委　　　　員

土黒　功司 中野　洋一
佐美三　洋　　今中真之助
園田　　茂　　柴田　正樹
野口　修一　　村田　宣雄

≪決算審査特別委員会とは≫
　歳入歳出予算執行の実績である決算の案件を審査する
ために設置される委員会のことをいいます。議会が決定
した予算が適正に執行されたか、見込んだとおりの行政
効果を達成することができたかを審査し、その結果は翌
年度以降の予算編成や行政執行に生かされます。

議会避難訓練を行いました
　9月19日の議会閉会後に、議会避難訓練を行いました。
避難経路等の確認及び適切な避難を行うことにより、市
議会全体の初動対応能力の向上を図る目的で実施したも
のです。庁舎４階議会フロアで火災が発生したと想定し、
議場から屋外まで傍聴者を誘導しながら、スムーズな避
難を行うことができました。
　また、庁舎の防火設備についても確認を行いました。

行政視察受入状況（令和６年４月～９月）
視察日 視察者 調査事項

4月8日 大阪府八尾市議会 災害からの復旧・復興及び
防災対策の取組について

5月8日 富山県小矢部市議会 新庁舎の整備について（震災
に関連した事項も含めて）

5月14日 岐阜県各務原市議会 熊本地震を踏まえた防災
対策について

7月3日 茨城県行方市議会 防災対策について

7月10日 鹿児島県いちき
串木野市議会

・議場システムについて
・議員政治倫理条例について
・議会運営全般について

令和６年12月　定例会会期日程
　12月定例会の日程は、市議会ホームページを御覧
になるか、議会事務局までお問い合わせください。
広報うと12月号にも掲載します。

市議会からのお知らせ
　市議会のホームページで、本会議（定例会・臨時会）
の会議録を公開しています。
［アドレス］
　https://www.city.uto.lg.jp/
　本会議の会議録（冊子）は、市情報公開コーナー、
市立図書館で閲覧できます。
　なお、令和６年９月定例会の会議録は、令和６年
12月定例会以降に閲覧可能です。

［お問合せ］市議会事務局 0964-22-1111 内線234

　宇土市議会では、宇土市議会基本条例の基本理
念に基づき、議会機能のより一層の充実強化を図
るため「議会改革検討会」を設置し、約１年３か
月、全 12回にわたり協議及び調査を行ってきま
したが、一つの区切りを迎えました。
　今号で、現委員での議会だより発行は終了とな
りますが、検討会のテーマの一つである「開かれ
た議会づくり」では、議会だよりのリニューアル
が決定したため、新編集委員の下で新しい紙面を
皆さんにお見せできるかと思います。ぜひご一読
ください。 （K.K）

編集委員
　委員長／宮原雄一　副委員長／今中真之助
　委　員／樫﨑政治　　委　員／小崎憲一

編 後集 記

議会を傍聴しませんか
　市議会では市民の皆さんの生活に密着した問題が
審議されています。身近な市政を知るために、是非
一度傍聴してみませんか。
◇本会議の傍聴席の定員は50人です。
◇委員会の傍聴席の定員は５人です。内容等により傍
聴を制限する場合がありますので御了承ください。
◇原則として、本会議、委員会は午前10時開会です
が、議事の都合で変更する場合があります。
◇傍聴の際は、注意事項をお守りください。
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